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は
じ
め
に

|

ア

メ

リ

カ

と

イ

ギ

リ

ス

ー

調
査
報
告

明
治
政
府
の
演
劇
政
策
に
は
、
幕
末
か
ら
維
新
に
か
け
て
欧
米
各
国
に
(
l
)
 

派
遣
さ
れ
た
使
節
団
の
観
劇
体
験
が
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

実
際
、
使
節
団
は
各
地
で
劇
場
に
招
待
さ
れ
、
観
劇
記
録
の
よ
う
な
旅
行

(
2
)
 

記
を
残
し
た
メ
ン
バ
ー
も
い
る
。
し
か
し
演
劇
史
研
究
の
分
野
で
、
使
節

団
が
見
た
演
劇
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
は
、
松
本
伸
子
氏
に
よ
る

(
3
)
 

『
明
治
前
期
演
劇
論
史
j

、
三
原
文
氏
に
よ
る
「
第
一
回
遣
米
使
節
と
ア
メ

リ
カ
の
舞
台
」
以
外
は
見
当
た
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

明
治
政
府
の
演
劇
政
策
へ
の
影
響
を
問
題
に
す
る
な
ら
、
最
も
重
要
な

使
節
団
の
―
つ
は
明
治
四
年
か
ら
六
年
(
-
八
七
一
年
か
ら
七
三
年
）
に
か
け

て
、
欧
米
で
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
の
十
ニ
カ
国
を
回
覧
し
た
岩
倉
使
節
団
を
置
い
て
あ

る
ま
い
。
メ
ン
バ
ー
は
特
命
全
権
大
使
岩
倉
具
視
（
右
大
臣
）
、
副
使
木
戸

孝
允
（
参
議
）
、
大
久
保
利
通
（
大
蔵
卿
）
、
伊
藤
博
文
（
エ
部
大
輔
）
を
は
じ

め
と
す
る
現
役
の
明
治
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
達
で
あ
る
。
一
等
書
記
官
の
一

人
福
地
源
一
郎
は
の
ち
の
劇
作
家
、
福
地
桜
痴
で
あ
る
。
彼
等
の
う
ち
の

多
く
は
「
文
明
開
化
」
が
国
家
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
時
代
に
、
政
治

の
み
な
ら
ず
、
西
洋
文
化
の
移
入
の
面
で
も
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
ま
た
使
節
団
に
は
正
規
の
メ
ン
バ
ー
の
他
に
四
十
数
名
の
官
費
、

私
費
留
学
生
が
同
行
し
た
。
そ
の
あ
る
者
は
ア
メ
リ
カ
に
残
っ
て
勉
学
し
、

一
部
は
使
節
団
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
の
で
全
行

程
を
共
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
等
の
中
に
も
中
江
兆
民
、
金

子
堅
太
郎
、
牧
野
伸
顕
、
団
琢
磨
、
津
田
梅
子
等
、
新
し
い
日
本
の
リ
ー
ダ
ー

が
含
ま
れ
て
い
る
。

岩
倉
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
が
実
際
に
各
地
で
劇
場
に
招
か
れ
た
事
は
、

(
5
)
 

久
米
邦
武
に
よ
る
報
告
書
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』
（
以
下
「
実
記
」

(
6
)
 

と
表
記
）
と
、
木
戸
孝
允
に
よ
る
日
記
と
い
う
公
私
二
つ
の
資
料
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る
。
惜
し
む
ら
く
は
久
米
、
木
戸
の
両
人
共
に
観
劇
体
験

の
詳
細
を
記
録
し
て
い
な
い
。
久
米
は
観
劇
自
体
に
さ
ほ
ど
興
味
を
抱
か

な
か
っ
た
よ
う
で
、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
劇
場
に
招
か
れ
て
い
る
間
ホ
テ
ル

(
7
)
 

に
篭
っ
て
『
実
記
』
の
草
稿
を
作
る
事
も
あ
っ
た
。
『
実
記
」
に
お
い
て
も
、

工
場
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
見
学
や
璽
要
人
物
と
の
会
見
な
ど
の
使
節

岩
倉
使
節
団
が
観
た
演
劇

堤

春

恵
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団
の
行
動
や
、
行
く
先
々
の
国
々
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
記
録
は
詳

細
、
具
体
的
で
あ
る
の
に
比
べ
、
観
劇
に
関
し
て
は
「
劇
場
二
招
カ
ル
」

と
い
っ
た
そ
つ
け
な
い
記
述
が
散
見
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
木
戸
孝
允

日
記
」
の
記
述
も
『
実
記
』
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
や
は
り
言
葉
や

風
俗
の
問
題
か
ら
劇
の
内
容
を
詳
し
く
記
録
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
そ
の
結
果
、
岩
倉
使
節
団
が
観
劇
し
た
芝
居
の
題
名
や
内
容
、
観

劇
の
状
況
は
後
世
の
読
者
に
は
伝
え
ら
れ
ず
に
来
た
。

日
本
サ
イ
ド
で
は
書
き
残
さ
れ
な
か
っ
た
岩
倉
使
節
団
の
観
劇
体
験
は

む
し
ろ
、
欧
米
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
。
正
規
の
団
員
だ
け

(
8
)
 

で
も
四
六
名
、
そ
の
上
多
く
の
随
従
者
や
留
学
生
を
引
き
連
れ
た
大
使
節

団
は
、
海
外
各
都
市
で
注
目
の
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
行
く
先
々
の
町
の

新
聞
は
使
節
団
の
日
程
を
克
明
に
報
じ
、
記
事
の
最
後
に
は
メ
ン
バ
ー
が

訪
れ
た
劇
場
、
劇
の
題
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
時
と
し

て
は
劇
評
欄
に
、
客
席
に
お
け
る
使
節
団
メ
ン
バ
ー
の
言
動
が
描
写
さ
れ

て
い
る
事
も
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
劇
場
の
広
告
欄
に
、
使
節
団
の
来

場
が
告
知
さ
れ
て
い
る
事
さ
え
あ
る
。
『
実
記
』
、
「
木
戸
孝
允
日
記
」
に

記
録
さ
れ
て
い
る
使
節
団
の
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
観
劇
記
録
は

二
―
件
で
あ
る
が
、
当
時
の
現
地
の
新
聞
を
調
査
し
た
結
果
、
そ
の
う
ち

二
一
件
の
劇
場
、
劇
の
題
名
を
明
ら
か
に
す
る
事
が
出
来
た
。
日
時
は
不

明
で
あ
る
も
の
の
、
特
定
の
劇
の
観
劇
を
ほ
の
め
か
す
記
事
も
存
在
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
以
降
の
行
程
の
記
録
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
を
合
わ
せ
る
と
滞
在
日
数
は
使
節
団
の
全
行
程
の
約
半
分
を
占
め
、

英
語
圏
の
調
査
の
記
録
と
し
て
―
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る

一
八
七
一
年
―
―
一
月
＝
＝
―
-
日
（
明
治
四
年
―
一
月
一
―
一
日
）
に
横
浜
を
出
港

し
た
使
節
団
は
一
八
七
二
年
一
月
一
五
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着

す
る
。
一
行
に
は
、
一
時
帰
国
す
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ロ
ン
グ

(
C
h
a
r
l
e
s

D
e
l
o
n
g
)
 
(一八一
l
=
-
i
七
六
）
駐
日
ア
メ
リ
カ
公
使
夫
妻
が
同
行
し
、
公
使

夫
人
が
女
子
留
学
生
の
監
督
に
当
た
っ
て
い
た
。
デ
ロ
ン
グ
に
雇
わ
れ
た

(
9
)
 

通
訳
ネ
イ
サ
ン
・
エ
モ
リ
ー
・
ラ
イ
ス

(
N
a
t
h
a
n
E
m
o
r
y
 R
i
c
e
)

も
使
節
団

に
同
行
し
て
い
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
八
六
一
年
か
ら

一
八
六
五
年
ま
で
続
い
た
南
北
戦
争
の
終
結
後
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー

ン
大
統
領
が
暗
殺
さ
れ
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
あ
と
を
継
い

だ
が
、
北
軍
を
勝
利
に
導
い
た
ユ
リ
シ
ー
ズ
・
シ
ン
プ
ソ
ン
・
グ
ラ
ン
ト

ー
＿
八
七
二
年
一
月
一
五
日
か
ら
六
月
二
七
日
ま
で
1

ア
メ
リ
カ

の
で
こ
こ
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
日
本
で
は
、
明
治
五
年
―
二
月
二
日
(
-
八
七
二
年
二
月
三
一
日
）

ま
で
旧
暦
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
翌
日
か
ら
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
改
め
ら
れ
て

明
治
六
年
(
-
八
七
三
年
）
一
月
一
日
と
な
っ
た
。
従
っ
て
岩
倉
使
節
団
の

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
の
日
付
は
、
日
本
側
の
記
録
と
現
地
側
の

記
録
の
間
に
ず
れ
が
生
じ
る
。
本
稿
は
現
地
で
の
観
劇
の
記
録
で
あ
る
の

で
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
を
用
い
、
必
要
に
応
じ
て
日
本
側
の
日
付
を
括
弧
に
入

れ
て
付
記
す
る
。

198 



将
軍
(
-
八
ニ
ニ
ー
八
五
）
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
一
八
六
八
年
の
選
挙
で
破
り
、

大
統
領
の
座
に
つ
い
て
い
た
。
日
本
使
節
団
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
訪
問

は
一
八
六

0
年
（
万
延
冗
年
）
の
遣
米
使
節
に
つ
い
で
二
度
目
で
あ
る
。
岩

倉
使
節
団
の
訪
問
は
現
地
の
新
聞
に
も
報
じ
ら
れ
、
市
民
の
好
奇
心
を
か

き
立
て
て
い
た
。
一
行
の
中
で
も
特
に
、
髯
を
結
っ
た
岩
倉
、
着
物
姿
の

五
人
の
開
拓
使
派
遣
女
子
留
学
生
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
幕
末
か
ら
日

本
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
名
誉
領
事
を
務
め
て
い
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
ル

コ
ッ
ト
・
ブ
ル
ッ
ク
ス

(Charles
W
a
l
c
o
t
t
 B
r
8
k
s
)
 
(
一
八
三
三
＼
八
五
）
は

使
節
団
を
歓
迎
し
、
大
使
随
行
員
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
使
節
団
に
随

(
1
0
)
 

行
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
使
節
団
の
観
劇
は

か
な
り
の
程
度
、
デ
ロ
ン
グ
と
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

使
節
団
の
一
行
が
は
じ
め
て
劇
場
に
招
か
れ
た
の
は
一
月
一
九
日
（
明

治
四
年
―
二
月
一

0
日
）
で
あ
る
。
当
時
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
人
口
約

一
七

0
0
0
0
人
。
大
き
な
劇
場
は
四
つ
あ
り
、
一
八
六
九
年
に
建
て
ら

れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
シ
ア
タ
ー

(California
T
h
e
a
t
r
e
)

は
そ
の
う
ち

で
最
も
新
し
く
、
設
備
の
よ
い
劇
場
で
あ
っ
た
。
『
実
記
」
に
は
「
米
公

(
1
2
)
 

使
の
誘
引
に
て
」
と
あ
り
、
新
聞
に
は
ア
ク
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

主
役
も
演
じ
た
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
カ
ラ
ー

(
J
o
h
n
M
c
C
u
l
l
o
u
g
h
)
 
(
一
八
三
ニ
ー

(
1
3
)
 

八
五
）
に
招
待
さ
れ
た
と
あ
る
。
マ
ッ
カ
ラ
ー
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ

だ
が
ア
メ
リ
カ
束
海
岸
で
活
躍
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
来
る
前
は
エ
ド

ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
の
一
座
で
重
要
な
役
を
演
じ
て
い
た
俳
優
で
、

悲
劇
的
な
英
雄
の
役
を
得
意
と
し
て
い
た
。
一
八
六
六
年
か
ら
一
八
七
七

(
1
4
)
 

年
ま
で
の
間
は
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
シ
ア
タ
ー
の
支
配
人
だ
っ
た
。
使
節

団
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
滞
在
を
経
済
的
に
援
助
し
て
い
た
ウ
イ
リ
ア

ム
・

C
・
ラ
ル
ス
ト
ン

(Willi
昔

C.
Ralston) 
(
一
八
二
八
ー
七
五
）
は
当
時

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
銀
行
で
頭
取
に
次
ぐ
地
位
に
あ
っ
た
が
、
彼
は
こ
の
劇

(
1
6
)
 

場
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
上
演
さ
れ
た
芝
居
は
『
赤
と
黒
」

(
R
o品
g
e
e
t
 N
a
i
r
)

と
い
う

題
名
で
あ
る
が
、
残
念
な
事
に
台
本
は
発
見
出
来
な
か
っ
た
。
幕
開
き
は

賭
博
場
の
シ
ー
ン
で
、
題
名
は
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
ら
し
い
。
新
聞
記
事

に
よ
れ
ば
、
前
半
三
幕
は
一
八
二
九
年
の
パ
リ
、
後
半
二
幕
は
ド
イ
ツ
の

辺
境
が
舞
台
と
な
り
、
マ
ッ
カ
ラ
ー
が
演
じ
る
主
役
モ
ー
リ
ス
・
ダ
ー
ベ

ル

(
M
a
u
r
i
c
e
d
 
• 

A
r
b
e
l
)

が
親
友
の
ふ
り
を
し
た
悪
漢
に
よ
っ
て
罪
に
落
と

さ
れ
る
が
、
最
後
に
ヒ
ロ
イ
ン
の
ポ
ー
リ
ー
ン

(Pauline)

と
結
ば
れ
る

波
乱
万
丈
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
賭
博
の
シ
ー
ン
、
殺
人
未

遂
、
燃
え
る
小
屋
な
ど
の
見
せ
場
が
は
め
込
ま
れ
た
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
た
っ

ぶ
り
の
芝
居
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

支
配
人
マ
ッ
カ
ラ
ー
が
使
節
団
を
招
待
し
た
の
は
恐
ら
く
、
日
本
人
へ

の
興
味
が
切
符
の
売
り
上
げ
に
繋
が
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
使
節

団
の
観
劇
が
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
は
劇

場
に
入
る
た
め
に
二
重
三
重
に
取
り
囲
ん
だ
見
物
人
を
か
き
わ
け
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
新
聞
に
よ
れ
ば
下
手
ボ
ッ
ク
ス
の
下
の
段
い
く
つ
か
と
、

同
じ
サ
イ
ド
の
前
か
ら
三
列
が
メ
ン
バ
ー
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
と
あ
る

の
で
、
出
席
者
の
数
は
か
な
り
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
岩
倉
は
通
訳
ラ
イ

ス
、
公
使
デ
ロ
ン
グ
と
共
に
ボ
ッ
ク
ス
席
に
座
を
占
め
、
隣
の
ボ
ッ
ク
ス
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に
は
デ
ロ
ン
グ
夫
人
と
二
人
の
女
子
留
学
生
、
そ
の
隣
に
は
領
事
ブ
ル
ッ

ク
ス
が
副
使
達
と
座
っ
て
い
る
。
大
使
、
副
使
等
の
ボ
ッ
ク
ス
の
後
ろ
に

(
1
8
)
 

は
日
米
の
国
旗
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
使
節
団
を
見
る
た
め
の
観
客
で
劇
場

(
1
9
)
 

は
大
入
り
に
な
っ
た
と
い
う
。
(
2
0
)
 

一
月
二
八
日
(
―
二
月
一
九
日
）
、
木
戸
は
通
訳
ラ
イ
ス
の
案
内
で
観
劇

し
て
い
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

一
月
＝
二
日
(
―
二
月
二
二
日
）
、
使
節
団
一
行
は
一
八
六
九
年
に
開
通
し

た
ば
か
り
の
大
陸
横
断
鉄
道
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
離
れ
、
夕
方
サ
ク

ラ
メ
ン
ト
に
着
い
た
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
州
都
で
、

当
時
の
人
口
は
一
八

0
0
0
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
晩
一
行
は
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
・
シ
ア
タ
ー

(
M
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n
T
h
e
a
t
r
e
)

に
案
内
さ
れ
た
。
新
聞

に
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
ブ
ー
ス

(
B
o
o
t
h
)
、
米
公
使
、
そ
の
夫
人
、

使
節
団
メ
ン
バ
ー
（
二
人
の
女
子
留
学
生
を
含
む
）
が
プ
ロ
ク
タ
ー

(Proctor)

氏
の
招
待
に
よ
り
米
場
す
る
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
上
派
さ
れ
た

の
は
「
青
銀
の
馬
、
あ
る
い
は
雲
の
王
の
魔
法
」

(
B
r
o
n
z
e

Hi気
:se
o
r
 T
h
e
 

S
p
e
l
l
 o
f
 th
e
 C
l
o
u
d
 K
i
n
g
)
、
「
結
婚
し
た
道
楽
者
』

(
T
h
e
M
a
r
r
i
e
d
 R
a
k
e
)
、

(23) 

『
ポ
ン
ペ
イ
最
後
の

H
』
(
T
h
e
L
a
s
t
 D
a
y
s
 o
f
 P
o
m
p
e
i
i
)
で
あ
る
。
『
青
銅
の

馬
」
は
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家
で
あ
り
オ
ペ
ラ
の
リ
ブ
レ
ッ
ト
も
書
い
た
エ

ド
ワ
ー
ド
・
フ
ィ
ッ
ツ
ボ
ー
ル

(
E
d
w
a
r
d
Fitzball) 
(
一
七
九
ニ
ー
一
八
七
―
―
-
）

に
よ
っ
て
書
か
れ
、
一
八
三
五
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
初
演
さ
れ
た
、
中
国
を(2
4
)
 

題
材
に
し
た
「
オ
ペ
ラ
風
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」

(operatic
spectacle)

で
あ
る
。

『
結
婚
し
た
道
楽
者
』
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
セ
ル
ビ
ー

(
C
h
a
r
l
e
s
S
e
l
b
y
 [
G
e
o
r
g
e
 

H
e
n
r
y
 W
i
l
s
o
n
]
)
 
(c

―八
0
ニ
ー
六
三
）
に
よ
る
フ
ァ
ル
ス
で
一
八
三
五
年

一
八
七

0
年
に

に
初
演
さ
れ
た
作
品
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
脚
本
は
未
見
で
あ
る
。
『
ポ
ン

ペ
イ
最
後
の
日
』
は
ブ
ル
ワ
ー
・
リ
ッ
ト
ン

(
B
u
l
w
e
r
,
L
y
t
t
o
n
)

に
よ
る
同(2
5
)
 

名
の
小
説
の
舞
台
化
で
、
一
八
四

0
年
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
演
さ
れ
た
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
シ
ア
タ
ー
で
上
演
さ
れ
た
の
は
火
山
の
爆
発
と
地
震

で
ポ
ン
ペ
イ
の
円
形
劇
場
が
崩
壊
す
る
最
後
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。

大
陸
横
断
鉄
道
で
東
を
目
指
し
た
使
節
団
一
行
は
大
雪
の
た
め
、
二
月

四
日
か
ら
一
八
日
間
、
ユ
タ
州
の
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
で
足
止
め

を
食
う
事
に
な
る
。
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
は
一
八
五

0
年
代
に
モ

ル
モ
ン
教
徒
に
よ
っ
て
拓
か
れ
た
町
で
、
当
時
の
人
口
は
一
五

0
0
0
人

程
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
辺
境
の
町
で
は
演
劇
が
盛
ん
で
、
ロ
ン
ド
ン

名

26)

の
ド
ル
リ
ー
・
レ
ー
ン
劇
場
を
モ
デ
ル
に
一
八
六
二
年
に
建
設
さ
れ
た

堂
々
た
る
劇
場
が
町
の
大
通
り
に
面
し
て
そ
び
え
、
デ
ザ
ー
ト
・
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

(
D
e
s
e
r
t
D
r
a
m
a
t
i
c
 Association)

と
呼

ば
れ
る
常
設
劇
団
も
組
織
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
劇
場
を
建
て
た
の
は
当
時

ま
だ
健
在
だ
っ
た
モ
ル
モ
ン
教
の
指
導
者
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
そ
の
人
で

あ
っ
た
。
彼
は
大
変
な
芝
居
好
き
で
自
ら
舞
台
を
踏
ん
だ
経
験
も
あ
り
、

(
2
7
)
 

劇
団
の
女
優
の
う
ち
三
人
は
彼
自
身
の
娘
だ
っ
た
。
劇
場
の
内
部
は
機
能

的
で
あ
る
が
飾
り
つ
け
は
シ
ン
プ
ル
で
、
上
演
は
モ
ル
モ
ン
教
徒
と
そ
の

(
2
8
)
 

家
族
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

二
月
六
日
（
ー
ニ
月
二
八
日
）
、
米
公
使
デ
ロ
ン
グ
、
夫
人
、
領
事
ブ
ル
ッ

ク
ス
、
二
人
の
女
子
留
学
生
を
含
む
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
約
四

0
名
は
こ

の
劇
場
に
招
か
れ
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ッ
プ
ス
・
フ
ォ
ス
タ
ー

(
C
h
a
r
l
e
s

H
u
b
b
s
 F
o
s
t
e
r
)
 
(
一
八
三
―
ニ
ー
九
五
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
演
さ
れ
た
「
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
、
あ
る
い
は
縛
り
首
(
2
9
)
 

の
縄
』

(
N
e
c
k

&
 Ne
c
k
;
 o
r
、
T
h
e
H
d
n
g
m
d
1
1
)
s
N
o
o
s
e
)

を
鑑
賞
し
た
。

こ
の
芝
居
の
台
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
演
劇
新
聞
「
ク
リ
ッ
パ
ー
」

(
3
0
)
 

(
C
l
i
p
p
e
r
 [
N
e
w
 Y
o
r
k
]
)

の
記
事
で
粗
筋
を
知
る
事
が
出
来
る
。
主
人
公
の

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ィ
ル
マ
ー
ス

(
W
a
l
t
e
r
W
i
l
l
m
a
r
t
h
)

は
銀
行
の
出
納
係

で
オ
ー
ナ
ー
の
娘
キ
ャ
リ
ー

(Carrie)

と
婚
約
し
て
い
る
が
、
一
幕
で
殺

人
の
容
疑
を
か
け
ら
れ
、
危
う
＜
縛
り
首
に
な
る
と
こ
ろ
を
友
人
に
よ
っ

て
救
わ
れ
る
。
第
二
幕
で
は
、
キ
ャ
リ
ー
に
横
恋
慕
す
る
デ
ン
マ
ン

(
D
e
n
m
a
n
)

が
真
犯
人
で
あ
る
事
が
電
報
に
よ
っ
て
ウ
ォ
ル
タ
ー
に
知
ら

さ
れ
、
デ
ン
マ
ン
は
殺
人
の
証
人
を
乗
っ
て
い
る
汽
車
ご
と
消
そ
う
と
企

む
が
ウ
ォ
ル
タ
ー
に
阻
ま
れ
る
。
第
三
幕
で
デ
ン
マ
ン
は
絞
首
刑
に
な
り
、

ウ
ォ
ル
タ
ー
は
キ
ャ
リ
ー
と
結
ば
れ
る
。
新
聞
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
「
絞

首
台
で
の
縛
り
首
」
の
シ
ー
ン
と
、
「
特
急
列
車
が
あ
わ
や
木
っ
端
微
塵

(
3
1
)
 

に
な
る
」
シ
ー
ン
が
呼
び
物
で
あ
っ
た
。

主
役
を
演
じ
た
の
は

E
.
T
・
ス
テ
ッ
ト
ソ
ン

(E.
T. Stetson)
、
作
者

の
フ
ォ
ス
タ
ー
と
共
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
バ
ワ
リ
ー
・
シ
ア
タ
ー
を
本

拠
地
と
す
る
俳
優
だ
っ
た
。
『
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
」
の
一
八
七

0
年
の
初

演
は
大
当
た
り
し
、
ス
タ
ー
に
な
っ
た
ス
テ
ッ
ト
ソ
ン
は
こ
の
作
品
を
演

じ
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
各
地
を
巡
る
事
に
な
る
。
興
味
深
い
事
に
、
岩
倉
使

節
団
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
滞
在
中
ス
テ
ッ
ト
ソ
ン
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
劇
場
に
出
演
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
同
じ
時
期
に
東
を
目
指
し
、
や

は
り
大
雪
の
た
め
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
で
足
止
め
を
食
っ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
日
の
公
演
は
使
節
団
歓
迎
の
た
め
の
特
別
公
演
で
、
劇
場
は
日
米

{
3
2
)
 

両
国
の
国
旗
で
飾
ら
れ
て
い
た
。
劇
場
の
内
部
の
様
子
を
久
米
は
「
揚
屋

ノ
設
ケ
頗
ル
広
大
ナ
リ
、
日
本
ヨ
リ
輸
入
ノ
挑
灯
（
チ
ョ
ウ
チ
ン
）
ヲ
挑
（
カ

カ
）
ケ
テ
享
応
ヲ
示
ス
」
と
書
き
と
め
て
い
る
。

(“) 

二
月
一

0
日
（
明
治
五
年
一
月
二
日
）
使
節
団
一
行
は
再
び
劇
場
に
赴
く
。

(35) 

こ
の
日
上
演
さ
れ
た
「
ピ
サ
ロ
」

(
P
g
m、0
)

は
ド
イ
ツ
人
の
劇
作
家
ア

ウ
グ
ス
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
フ
ォ
ン
・
コ
ツ
ェ

ブ
ー

(
A
u
g
u
s
t

翌
e
g
i
c
h
F
e
r
d
i
n
a
n
d
 v
o
n
 K
o
t
z
e
b
u
e
)
 
(

I

七
六
一

1
一
八
一
九
）

に
よ
っ
て
書
か
れ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
リ
ン
ズ
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ダ
ン

(
R
i
c
h
a
r
d

Brinsley S
h
e
r
i
d
a
n
)
 
(
一
七
五
一
ー
一
八
一
六
）
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
舞
台

の
為
に
翻
案
さ
れ
、
一
七
九
九
年
に
初
演
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
一
六
世

紀
ペ
ル
ー
の
戦
士
ロ
ー
ラ

(Rolla)

が
、
子
供
を
か
か
え
て
橋
を
渡
り
、

ピ
サ
ロ
が
率
い
る
ス
ペ
イ
ン
の
軍
隊
か
ら
逃
れ
る
シ
ー
ン
が
作
中
の
見
せ

（
お
）

場
で
あ
る
。
主
役
ロ
ー
ラ
を
演
じ
た
の
は
『
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
j

と
同
じ

ス
テ
ッ
ト
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
は
か
つ
て
イ
リ
ノ
イ
に

(
3
8
)
 

い
た
頃
、
こ
の
役
を
舞
台
で
演
じ
た
事
が
あ
る
。
ス
テ
ッ
ト
ソ
ン
は
恐
ら

く
こ
の
事
を
知
っ
て
い
て
、
ヤ
ン
グ
を
喜
ば
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

二
月
二
二
日
、
使
節
団
は
再
び
汽
車
に
乗
り
込
ん
で
東
に
向
う
。
途
中

シ
カ
ゴ
に
一
泊
す
る
が
、
シ
カ
ゴ
は
一
八
七
一
年
一

0
月
の
大
火
の
被
害

か
ら
回
復
し
て
い
な
か
っ
た
為
、
観
劇
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

一
行
は
二
月
二
九
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
着
く
。

一
八
七
二
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
に
程
近
く
位
置
す
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(39) 

る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー

(National
T
h
e
a
t
r
e
)

が
、
首
都
を
訪
れ
る

内
外
の
ス
タ
ー
や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
引
越
し
公
演
に

舞
台
を
提
供
し
て
い
た
。
一
八
三
五
年
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
劇
場
は
そ
の

後
何
度
も
焼
け
て
は
建
て
直
さ
れ
て
い
る
が
、
使
節
団
の
訪
問
時
の
建
物

(
4
0
)
 

は
一
八
五
七
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
前
半
を
通
じ
て

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ア
タ
ー

(Ford's

T
h
e
a
t
r
e
)

は
、
一
八
六
五
年
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
暗
殺
の
舞
台
に
な
っ
た

あ
と
閉
場
し
、
一
八
七
一
年
に
は
博
物
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。

一
八
七
二
年
三
月
四
日
、
岩
倉
具
視
大
使
、
大
久
保
利
通
副
使
、
伊
藤

博
文
副
使
等
は
ホ
ワ
イ
ト
・
ハ
ウ
ス
に
グ
ラ
ン
ト
大
統
領
を
訪
問
し
て
国

書
を
奉
呈
す
る
。
七
十
名
の
「
東
洋
の
客
人
j

が
超
満
員
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

シ
ア
タ
ー
の
平
土
間
の
最
前
列

(front
o
r
c
h
e
s
t
r
a
 chairs)

に
陣
取
り
、
パ

レ
パ
11

ロ
ー
ザ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
オ
ペ
ラ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

(
P
a
r
e
p
a
,
R
o
s
a

E
n
g
l
i
s
h
 
O
p
e
r
a
 C
o
m
p
a
n
y
)

に
よ
る
オ
ペ
ラ
「
ボ
ヘ
ミ
ア
の
少
女
」

(
T芍

(41) 

B
o
h
e
m
i
a
n
 G
i
r
l
)

を
鑑
賞
し
た
の
は
そ
の
二
日
後
‘
―
―
一
月
六
日
（
一
月

（
心
）

二
七
日
）
の
事
だ
っ
た
。
『
実
記
』
に
は
「
場
中
二
我
国
及
ビ
米
ノ
国
旗
ヲ

(
4
3
)
 

交
叉
シ
テ
飾
ル
、
別
段
ノ
亨
応
ナ
リ
」
と
あ
る
。
新
聞
に
は
オ
ペ
ラ
の
宣

伝
と
共
に
、
使
節
団
の
劇
場
へ
の
来
訪
が
予
告
さ
れ
て
い
る
。
『
ボ
ヘ
ミ

ア
の
少
女
j

は
イ
ギ
リ
ス
の
作
曲
家
マ
イ
ケ
ル
・
ウ
イ
リ
ア
ム
・
バ
ル
フ

(
M
i
c
h
a
e
l
 W
i
l
l
i
a
m
 Balfe) 
(
一
八
0
八
ー
七
0
)
の
作
品
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は

一
八
四
四
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
演
さ
れ
た
。
ジ
プ
シ
ー
の
も
と
で
育

て
ら
れ
た
ア
ー
リ
ー
ン

(Arline)

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
貴
族
タ
デ
ウ
ス

(
T
h
a
d
d
e
u
s
)

と
恋
に
落
ち
、
自
ら
も
タ
デ
ウ
ス
を
愛
す
る
ジ
プ
シ
ー
の
女

王
に
陥
れ
ら
れ
よ
う
と
す
る
が
、
ジ
プ
シ
ー
の
女
王
は
死
に
、
ア
ー
リ
ー
(
4
5
)
 

ン
の
尊
い
生
ま
れ
が
現
れ
て
タ
デ
ウ
ス
と
結
ば
れ
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
指
揮
者
、
興
行
師
カ
ー
ル
・
ロ
ー
ザ

(Carl
R
o
s
a
)
 

（
一
八
四
ニ
ー
八
九
）
に
率
い
ら
れ
る
パ
レ
パ
11

ロ
ー
ザ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

オ
ペ
ラ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
は
一
九
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
最

(
1
6
)
 

も
影
響
力
の
強
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
―
つ
で
あ
る
。
こ
の
日
は
カ
ー
ル
の

妻
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ソ
プ
ラ
ノ
、
ユ
ー
フ
ロ
ジ
ニ
ー
・
パ
レ

パ
11

ロ
ー
ザ
(
E
u
p
h
r
o
s
y
n
e
P
a
r
e
p
a
,
R
o
s
a
)
 (
一
八
―
―
一
六
ー
七
四
）
が
主
役
の
ア
ー

リ
ー
ン
を
歌
っ
た
。

三
月
―
一
日
に
条
約
改
正
に
関
す
る
第
一
回
目
の
日
米
会
談
が
行
わ
れ
、

そ
の
の
ち
一
＿
二
日
、
一
六
日
、
一
八
日
と
会
談
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
の

過
程
で
、
使
節
団
が
持
参
し
た
国
書
に
全
権
委
任
の
文
面
が
な
い
事
が
指

摘
さ
れ
、
副
使
大
久
保
と
伊
藤
は
急
遠
帰
国
し
て
必
要
な
国
書
を
持
参
す

る
事
に
な
っ
た
。
二
人
が
日
本
か
ら
戻
る
七
月
ニ
―
一
日
ま
で
の
四
ヶ
月
間
、

使
節
団
は
ア
メ
リ
カ
東
部
に
滞
在
し
、
観
劇
の
機
会
に
恵
ま
れ
る
事
に
な

る。
＿
―
-
月
二
七
日
（
二
月
一
九
日
）
、
使
節
団
は
同
じ
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー

(47) 

で
オ
ペ
ラ
『
ミ
ニ
ョ
ン
J

(
M
i
g
n
o
n
)
を
観
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
出
身
の
国
際
的
な
ソ
プ
ラ
ノ
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
・
ニ
ル
ソ
ン
(Christine

Nilsson) 
(
一
八
四
三
ー
一
九
ニ
―
)
の
ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー
の
ワ
シ
ン
ト
ン
初

日
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
に
よ
っ
て
こ
の
時
代
の
最

も
才
能
あ
る
ソ
プ
ラ
ノ
と
評
さ
れ
た
ニ
ル
ソ
ン
比
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら

ず
ア
メ
リ
カ
で
も
活
躍
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
ツ
ア
ー
の
演
目
に
は
シ
ャ
ル
ル
・
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グ
ノ
ー

(Charles
G
o
u
n
o
d
)
 
(
一
八
一
八
ー
九
三
）
の
オ
ペ
ラ
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』

(
F
a
u
s
t
)
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
マ
ル
ゲ
リ
ー
ト

(
M
a
r
磨
erite)

は
ニ
ル
ソ
ン
の
当
た
り
役
の
―
つ
で
、
一
八
六
九
年
の
パ
リ
に
お
け
る
初
演

時
に
も
、
一
八
八
三
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
も
こ
の
役
を
歌
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
初
日
の
演
目

は
『
ラ
ン
メ
ル
モ
ー
ル
の
ル
チ
ア
』

L
u
c
i
d
d
i
L
a
m
m
eミ
m
o
o
r
)

と
発
表

さ
れ
て
い
た
が
、
出
演
者
の
都
合
で
直
前
に
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
ト
マ

(
A
m
b
r
o
i
s
e
 T
h
o
m
a
s
)
 
(
一
八
―

-
1
九
六
）
作
曲
の
『
ミ
ニ
ョ
ン
」

(
M
i
g
n
0
n
)

(49) 

と
差
し
替
え
ら
れ
た
。
ア
リ
ア
「
君
よ
知
る
や
南
の
国
」
で
知
ら
れ
る
こ
の

オ
ペ
ラ
は
、
一
八
六
六
年
に
パ
リ
で
初
演
さ
れ
た
。
ゲ
ー
テ
の
小
説
『
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
』
の
前
半
、
学
生
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

(Wilhelm)
、
女
優
フ
ィ
リ
ー
ヌ

(Philine)
、
清
純
な
ジ
プ
シ
ー
娘
ミ
ニ
ョ
ン

(
M
i
g
n
o
n
)

の
恋
の
三
角
関
係
を
オ
ペ
ラ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
舞
台
は

一
八
世
紀
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
。
ド
イ
ツ
の
田
舎
町
で
、
旅
芸
人
の
一
座
の

娘
ミ
ニ
ョ
ン
は
自
分
を
一
座
か
ら
引
き
取
っ
て
く
れ
た
学
生
、
実
は
ウ
イ
ー

ン
の
貴
族
の
息
子
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
に
思
い
を
寄
せ
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
女

優
フ
ィ
リ
ー
ヌ
を
愛
し
て
い
た
が
、
一
行
が
滞
在
す
る
貴
族
の
邸
宅
で
火
事

が
起
こ
り
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
邸
内
に
取
り
残
さ
れ
た
ミ
ニ
ョ
ン
を
救
い
出

す
。
イ
タ
リ
ア
で
二
人
が
身
を
寄
せ
た
城
の
城
主
ロ
タ
ー
リ
オ

(Lothario)

の
行
方
不
明
の
娘
が
ミ
ニ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と

ミ
ニ
ョ
ン
は
結
ば
れ
る
。

ニ
ル
ソ
ン
が
国
際
的
な
大
オ
ペ
ラ
歌
手
で
あ
る
事
は
観
劇
し
た
使
節
団

メ
ン
バ
ー
に
も
伝
え
ら
れ
た
ら
し
い
。
木
戸
孝
允
は
日
記
に
、
「
子
ル
ソ

ン
な
る
も
の
当
時
世
界
―
二
の
有
名
な
る
名
調
に
て
今
夜
も
此
場
中
に
あ

り
曾
て
彼
華
盛
頓
府
に
来
て
場
を
開
く
百
日
間
に
し
て
一
日
毎
に
千
金
を

得
る
と
云
ふ
」
と
書
き
付
け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
使
節
団
メ

ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
長
大
な
オ
ペ
ラ
を
言
葉
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
鑑
賞
す

る
の
は
重
荷
だ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
様
子
を
ワ
シ
ン
ト
ン
の
新
聞
『
イ
ブ

ニ
ン
グ
・
ス
タ
ー
』

(
E
0
e
n
i
n
g
Star[Washington])

の
レ
ポ
ー
タ
ー
は
次

の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

オ
ペ
ラ
の
上
濱
中
、
ニ
ル
ソ
ン
は
た
だ
一
度
の
例
外
を
除
い
て
は
、

観
客
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
全
く
意
識
し
て
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
例
外
と
は
、
彼
女
の
歌
声
が

H
本
か
ら
来
た
使
節
達
の
野
蛮
な

心
を
癒
し
、
眠
ら
せ
て
し
ま
っ
た
時
で
あ
る
。
こ
の
光
景
は
、
注
意

深
い
芸
術
家
の
目
を
逃
れ
る
に
は
あ
ま
り
に
も
可
笑
し
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
ニ
ル
ソ
ン
が
明
ら
か
に
面
白
が
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
っ

(
5
2
)
 

こ。t
 

岩
倉
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
オ
ペ
ラ
を
二
回
鑑
賞
し
て

い
る
が
、
そ
の
事
実
は
「
実
記
]
の
記
録
か
ら
も
、
「
木
戸
孝
允
日
記
』

の
記
述
か
ら
も
浮
か
び
上
っ
て
来
な
い
。
久
米
の
観
劇
記
録
は
「
劇
場
ニ

招
カ
ル
」
、
木
戸
の
場
合
は
「
戯
場
に
至
る
」
と
書
か
れ
る
の
が
普
通
で

あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
実
記
』

の
中
で
「
オ
ペ
ラ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
意
識
し
た
表
現
が
出
て
来
る
の

は
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
て
か
ら
一
八
七
三
年
一
月
一
日
の
記
事
で
、
「
『
オ
ペ
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(53) 

ラ
』
堂
ヲ
以
ッ
テ
議
院
ト
ナ
シ
タ
リ
」
と
あ
る
の
が
始
め
で
あ
る
。
又
同

年
三
月
―
一
日
ベ
ル
リ
ン
で
の
記
事
に
は
、
「
夜
、
皇
帝
ノ
劇
場
二
赴
ク
（
是

ヲ
『
オ
ペ
ラ
」
卜
云
、
諸
種
ノ
芝
居
中
ニ
テ
最
上
等
ナ
ル
モ
ノ
猶
我
猿
楽
ノ
如
シ
）
。
」

（
臼
）

と
あ
る
。
久
米
邦
武
は
明
治
の
能
楽
復
興
運
動
に
尽
力
し
た
一
人
と
し
て

知
ら
れ
、
岩
倉
使
節
団
の
一
員
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
体
験
と
の
関
係
に
つ
い

(55) 

て
論
じ
た
論
考
も
あ
る
が
、
使
節
団
と
オ
ペ
ラ
と
の
出
会
い
が
「
実
記
j

の
記
述
か
ら
の
み
で
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
事
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

『
実
記
」
四
月
六
日
（
二
月
二
九
日
）
の
項
に
は
「
夜
「
ヘ
ー
ル
ト
」
の

(56) 

演
劇
に
赴
ク
」
と
あ
る
。
し
か
し
当
時
の
ワ
シ
ン
ト
ン
に
は
「
ヘ
ー
ル
ト
」

と
い
う
名
前
の
劇
場
は
見
当
た
ら
ず
、
演
刺
の
名
称
と
し
て
も
「
ヘ
ー
ル

ト
」
が
何
を
意
味
す
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。
『
木
戸
日
記
』
の
同
じ

H

に
は
、
午
後
、
林
董
等
数
人
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
「
曲
馬
に
至
り
」
「
異

獣
異
鳥
」
と
、
お
そ
ら
く
奇
形
と
思
わ
れ
る
人
間
を
見
、
夜
は
「
モ
ロ
ー

(
5
7
)
 

の
案
内
に
て
戯
場
に
至
る
」
と
あ
る
。
木
戸
達
が
午
後
に
訪
れ
た
の
は
六

番
街
の
空
地
で
興
行
し
て
い
た
『
ア
ダ
ム
・
フ
ォ
ー
ポ
ー
の
巨
大
な
見
世

物
、
博
物
館
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
鳥
小
屋
」

(
A
d
a
m
F
o
r
e
p
a
u
g
h
'
s
 Gigantic 

(
5
8
)
 

M
e
n
a
g
e
r
i
e
.
 M
u
s
e
u
m
,
 C
a
r
a
v
a
m
.
 A
v
i
a
r
y
)

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
サ
ー

カ
ス
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ア
ダ
ム
・
フ
ォ
ー
ポ
ー

(
A
d
a
m
F
o
r
e
p
a
u
g
h
)
 

（
一
八
一
＿
ニ
ー
九
0
)

の
名
を
冠
し
た
い
く
つ
か
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

一
八
六
七
年
に
創
設
さ
れ
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
三
本
の
指
に
入
る

(
5
9
)
 

サ
ー
カ
ス
団
だ
っ
た
。

一
方
夜
の
観
劇
に
は
大
使
を
始
め
十
数
名
が
同
行
し
て
い
る
。
こ
の
日

は
土
曜

H
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
は
マ
チ
ネ
ー
の
み
の
公
演
で
あ
っ

(
6
0
)
 

た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
『
実
記
」
に
記
さ
れ
た
「
「
ヘ
ー
ル
ト
」
の
演
劇
」
も
、

木
戸
、
岩
倉
が
赴
い
た
劇
場
も
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
で
は
あ
り
得
ず
、

観
劇
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

『
木
戸
日
記
」
の
四
月
二
九
日
(
-
―
一
月
ニ
―
-
8
)
に
「
大
使
始
フ
ル
ッ
ク

(61) 

ス
之
案
内
に
て
戯
場
に
至
る
」
と
あ
る
が
『
実
記
』
に
は
観
劇
の
記
述
は

な
い
。
木
戸
と
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
行
き
先
が
も
し
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー

で
あ
れ
ば
、
彼
ら
が
観
劇
し
た
の
は
こ
の
日
初
日
を
開
け
た
マ
ド
モ
ワ
ゼ

ル
・
マ
リ
ー
・
エ
ー
メ
“
オ
ペ
ラ
・
ブ
ッ
フ
ァ
の
女
王
"
(
M『
lie
M
A
R
I
E
 

AIMEE^•The 

Q
u
e
e
n
 of O
p
e
r
a
 Bouffe")

主
演
の
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
オ
ッ
フ
ェ

ン
バ
ッ
ク

(
J
a
c
q
u
e
s
O
f
f
e
n
b
a
c
h
)
 
(
一
八
一
九
＼
八
0
)
作
曲
に
よ
る

I

ジ
ェ

ロ
ル
ス
タ
ン
女
大
公
殿
下
」

(
L
a
G
r
a
n
d
e
,
D
u
c
h
e
s
s
e
 d
e
 G
e
r
o
l
s
t
e
i
n
)
 

(
6
2
)
 

で
あ
る
よ
う
だ
。

(
6
3
)
 

『
実
記
」
に
は
五
月
六
日
（
四
月
一
日
）
、
「
夜
劇
ヲ
ミ
ル
」
と
あ
る
。
『
木

戸
孝
允
日
記
』
五
月
十
日
（
四
月
五
日
）
に
は
「
夜
ブ
ル
ッ
ク
ス
之
案
内
に

(
6
4
)
 

て
戯
場
に
至
る
」
と
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
使
節
団
員
が
訪
れ
た

刷
場
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
が
圧
倒
的
に
多
い
事
を
考
え
る
と
、

久
米
と
木
戸
は
五
月
六
日
に
初
日
を
開
け
た
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ク
ル
ッ
ク
j

(65) 

(
B
l
a
c
k
 
C
r
o
o
k
)

を
観
に
行
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
日
時
は
不
明

だ
が
、
大
使
岩
倉
も
『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ク
ル
ッ
ク
」
を
観
劇
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
チ
ャ
ー
ル
ズ

•
M
．
バ
ラ
ス
(
C
h
a
r
l
e
s

M
.
 B
a
r
r
a
s
)
 
(
一
八
二
六
ー

七
―
―
-
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
一
八
六
六
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
演
さ
れ

た
こ
の
劇
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
で
一
年
以
上
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
達
成
し
た

(
6
6
)
 

最
初
の
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。
豪
華
な
舞
台
装
置
、
豊
富
な
歌
と
踊
り
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に
彩
ら
れ
た
舞
台
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
元
祖
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
シ

ノ
プ
シ
ス
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

舞
台
は
一
六

0
0
年
の
ド
イ
ツ
の
山
の
中
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
ク
ル
ッ

ク
と
呼
ば
れ
る
魔
術
師
ハ
ー
ツ
ォ
グ

(Hertzog)

は
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
悪
魔
と
契
約
を
結
び
、
毎
年
一
人
の
人
間
の
魂
を
悪
麿
に
差
し
出
そ
う

と
し
て
い
る
。
画
家
の
ロ
ー
ド
ル
フ

(Rudolfe)

は
恋
人
の
ア
ミ
ー
ナ

(
A
m
i
n
a
)

を
恋
敵
の
伯
爵
ウ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ス
タ
イ
ン

(Wolfenstein)

に
奪

わ
れ
、
自
分
は
伯
爵
の
城
の
地
下
牢
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。
ハ
ー
ツ
ォ

グ
は
ロ
ー
ド
ル
フ
の
魂
を
奪
う
た
め
、
彼
を
牢
か
ら
救
い
出
し
て
黄
金
の

洞
窟
に
送
り
届
け
る
と
申
し
出
、
ロ
ー
ド
ル
フ
は
ア
ミ
ー
ナ
を
救
う
た
め

に
ハ
ー
ツ
ォ
グ
の
誘
い
に
乗
る
。
ロ
ー
ド
ル
フ
が
旅
の
途
中
で
命
を
助
け

た
鳩
は
、
実
は
黄
金
の
洞
窟
に
住
む
妖
精
の
女
王
ス
タ
ラ
ク
タ

(Stalacta)

だ
っ
た
。
ス
タ
ラ
ク
タ
と
妖
精
達
の
助
け
を
借
り
て
ロ
ー
ド
ル
フ
は
伯
爵

を
倒
し
て
ア
ミ
ー
ナ
と
結
ば
れ
る
。
悪
魔
と
の
約
束
を
果
た
せ
な
か
っ
た

ハ
ー
ツ
ォ
グ
は
滅
び
る
。

女
王
が
住
む
黄
金
の
洞
窟
が
一
瞬
の
う
ち
に
妖
精
の
世
界
へ
と
変
わ
る

シ
ー
ン
、
こ
の
場
に
登
場
す
る
、
ピ
ン
ク
の
タ
イ
ツ
を
穿
い
た
百
人
の
バ

レ
リ
ー
ナ
は
こ
の
作
品
の
呼
び
物
の
―
つ
で
あ
っ
た
。
『
日
本
外
交
文
書
]

に
ま
と
め
ら
れ
た
使
節
団
関
係
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
五
月
一
六
日
、
使
節

団
の
メ
ン
バ
ー
は
ケ
イ
ト
と
名
乗
る
女
優
か
ら
観
劇
に
招
待
さ
れ
る
。
前

後
の
事
情
か
ら
考
え
て
、
こ
の
ケ
イ
ト
は
「
プ
ラ
ッ
ク
・
ク
ル
ッ
ク
j

で

女
王
ス
タ
ラ
ク
タ
に
扮
し
て
い
た
ケ
イ
ト
・
サ
ン
ト
リ
ー

(Kate
Santley) 

（
一
八
三
七
ー
一
九
二
三
）
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
生
ま

れ
で
あ
る
が
イ
ギ
リ
ス
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
一
八
七

0
年
代
に
は
ア
メ
リ
カ

に
戻
っ
て
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
で
活
躍
し
て
い
た
。
こ
の
女
優
が
何
故
使
節

団
メ
ン
バ
ー
を
彼
女
の
出
演
す
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ク
ル
ッ
ク
]
の
公
演
に

招
い
た
か
は
、
五
月
二
七
日
に
な
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
新
聞
『
デ
イ
リ
ー
・

モ
ー
ニ
ン
グ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
」

(
D
a
i
l
y
M
o
r
n
i
n
g
 C
h
r
o
n
i
c
l
e
 [Washington]) 

に
現
れ
た
記
事
か
ら
推
察
さ
れ
よ
う
。

ワ
シ
ン
ト
ン
を
離
れ
る
直
前
、
ミ
ス
・
ケ
イ
ト
・
サ
ン
ト
リ
ー
は
、

岩
倉
に
請
わ
れ
て
彼
に
お
目
通
り
し
た
。
通
訳
を
介
し
て
岩
倉
は
、

彼
女
に
会
え
て
大
変
嬉
し
く
、
「
彼
女
の
事
は
、
輝
く
瞳
の
女
王
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
長
く
記
憶
す
る
で
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後

彼
は
彼
女
に
、
日
本
の
扇
子
や
品
物
、
ハ
ン
カ
チ
を
入
れ
る
箱
、
水
晶
、

そ
れ
に
宝
石
類
と
言
っ
た
美
し
く
高
価
な
贈
り
物
を
し
た
。
事
実
、

大
使
の
振
る
舞
い
は
恋
に
落
ち
た
紳
士
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

六
月
五
日
（
四
月
三
0
日
）
、
木
戸
を
含
む
使
節
団
メ
ン
バ
ー
は
、
ナ
シ
ョ

(
6
9
)
 

ナ
ル
・
シ
ア
タ
ー
で
日
本
人
の
軽
業
を
観
る
事
に
な
る
。
日
本
人
の
軽
業

師
の
グ
ル
ー
プ
は
、
明
治
維
新
の
直
前
か
ら
次
々
と
海
外
に
進
出
し
、
欧

米
各
地
に
そ
の
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
時
ワ
シ
ン
ト
ン
で
公
演
を

行
っ
て
い
た
の
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
エ
ド
・
ジ
ャ
ッ
プ
ス

(Royal
Y
e
d
d
o
 J
 aps) 

と
名
乗
る
一
座
で
あ
っ
た
。
一
座
の
リ
ー
ダ
ー
、
「
P
r
o
f
e
s
s
o
r
G
a
n
g
e
r
o
」

は
、
一
八
七
一
年
、
二
ニ
人
の
座
員
と
共
に
日
本
を
離
れ
た
早
川
源
次
郎

(
7
1
)
 

で
あ
る
。
源
次
郎
の
演
技
は
伝
統
的
な
軽
業
芸
、
肩
の
上
に
竹
竿
を
立
て
、
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竹
竿
の
上
で
少
年
が
芸
を
演
じ
る
間
三
味
線
を
弾
き
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
を

(
7
2
)
 

取
る
曲
芸
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
「
S
u
n
i
k
e
c
h
i
」
と
呼
ば
れ
る
芸
人
は
、
何

本
か
の
刀
を
刃
を
上
に
し
て
並
べ
た
梯
子
の
上
を
裸
足
で
歩
い
て
み
せ
た
。

(
7
3
)
 

一
座
に
は
「
Belle
of J
a
p
a
n
」
と
呼
ば
れ
る
網
渡
り
芸
人
も
い
た
。
使
節

団
が
観
劇
し
た

H
の
こ
の
芸
人
の
演
技
を
、
『
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』

(
M
o
r
n
i
n
g
 Chronicle [Washington])

の
記
者
は
次
の
よ
う
に
予
告
し
て

い
る
。

ー
ー
今
日
の
午
後
の
マ
チ
ネ
ー
で
、
「
Bell
of J
a
p
a
n
」
は
二
階
桟
敷

(gallery)
か
ら
舞
台
へ
と
張
っ
た
一
本
の
ロ
ー
プ
の
上
を
、
ロ
ー
プ

の
支
え
綱
も
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
の
棒
も
持
た
ず
に
歩
く

（竺

だ
ろ
う
。

な
お
、
『
木
戸
日
記
』

(
7
5
)
 

夜
の
公
演
だ
っ
た
。

に
よ
れ
ば
使
節
団
の
観
劇
は
マ
チ
ネ
ー
で
は
な
く
、

ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
日
本
の
軽
業
の
一
座
と
の
出
会
い
を
、
久
米
は

次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
「
此
の
比
軽
業
の
一
組
華
府
に
来
て
其
の

一
人
が
女
装
し
た
儘
大
道
を
歩
行
す
る
に
行
き
逢
っ
た
が
、
市
民
は
『
娘

さ
ん
j

と
い
う
て
、
我
等
と
[
-
視
同
仁
』
に
し
た
の
に
は
閉
口
し
た
。
（
中

略
）
つ
い
で
大
劇
場
に
請
待
さ
れ
、
日
本
軽
業
を
見
た
が
、
平
凡
の
絹
渡

芸
で
、
彼
の
『
娘
さ
ん
』
が
白
粉
を
塗
り
立
て
、
毛
脚
に
総
模
様
の
裾
を

曳
い
て
芸
を
演
じ
た
の
に
は
一
行
の
手
に
汗
を
握
ら
せ
た
」
。
マ
リ
ー
ン
・

メ
イ
ヨ

(Marlene
M
a
y
o
)
氏
は
「
T
h
e
W
e
s
t
e
r
n
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
 of K
u
m
e
 

Kunitake, 1
8
7
1
|
6
」
の
中
で
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
軽
業
師

が
日
本
の
浴
衣
を
着
て
大
通
り
を
歩
い
た
の
で
女
性
と
間
違
え
ら
れ
、
同

じ
日
本
人
の
使
節
団
員
も
「
娘
さ
ん
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
と
解
釈
し
て

い
る
。
し
か
し
児
玉
実
英
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
の
日
本
の
軽
業
で
は
、

(
7
8
)
 

男
性
が
女
装
し
て
綱
渡
り
を
す
る
芸
が
見
ら
れ
た
。
「
Bell
of J
a
p
a
n
」
も

女
装
し
た
綱
渡
り
芸
人
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
宣
伝
の
た
め
に
舞
台
衣
装
を

着
け
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
目
抜
き
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
た
の
で
は
な
い
か
。

「Bell
of J
a
p
a
n
」
を
日
本
語
で
「
娘
さ
ん
」
と
称
し
た
の
で
、
ワ
シ
ン
ト

ン
市
民
は
同
じ
日
本
人
の
使
節
団
メ
ン
バ
ー
に
も
そ
う
呼
び
か
け
た
の
だ

(
7
9
)
 

ろ
う
。六
月
九

H
、
大
使
一
行
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
招
待
で
北
部
巡
遊
に
出
発

す
る
。
翌
一

0
日
（
五
月
五
日
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
、
そ
の
夜
八
時

(
8
0
)
 

よ
り
、
「
「
ブ
ロ
ト
ウ
エ
ー
j

ノ
劇
場
二
」
招
か
れ
て
い
る
。
木
戸
の
日
記

に
よ
れ
ば
、
彼
等
が
観
劇
し
た
の
は
一
種
の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
木
戸
は
「
八
字
よ
り
又
戯
場
に
至
る
一
人
銅
線
を
渡
る
を
見
る
其

芸
実
に
妙
彼
曾
て
ナ
ヒ
ガ
ラ
瀧
上
へ
銅
線
を
張
り
其
上
を
渡
り
し
と
云
依

て
其
節
の
新
聞
に
世
界
第
一
の
名
を
得
ん
と
生
国
は
仏
な
り
と
云
」
と
書

き
残
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
観
劇
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
実
記
]

で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
使
節
団
は
六
月
一
四
日
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を

見
学
し
た
。
久
米
は
そ
の
時
の
記
録
の
中
で
「
—
ー
＇
往
年
欧
州
ノ
軽
業
師
、

拿
破
倫
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
）
ト
カ
呼
ル
ヽ
、
大
胆
無
敵
ノ
術
二
得
タ
ル
モ
ノ
、

此
峡
二
綱
渡
リ
ヲ
ナ
セ
シ
コ
ト
ア
リ
、
其
軽
業
師
ハ
、
今
モ
現
在
シ
、
後

新
約
克
府
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
）
ニ
テ
網
渡
ヲ
ナ
シ
タ
ル
ヲ
ミ
タ
リ
」
と
書
い
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て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
軽
業
師
ブ
ロ
ン
デ
ィ
ン

(Blondin)

は

一
八
五
九
年
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
の
上
に
張
り
渡
し
た
ロ
ー
プ
を
渡
っ
て

評
判
を
呼
び
、
そ
の
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
で
網
渡
り
の
曲
芸
を
演

じ
た
。
木
戸
と
久
米
の
記
述
は
ど
ち
ら
も
、
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
劇
場
で
ブ
ロ
ン
デ
ィ
ン
の
綱
渡
り
を
観
た
事
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
一
八
七
二
年
六
月
一

0
日
に
プ
ロ
ン
デ
ィ
ン
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
劇
場
に
出
演
し
た
と
い
う
記
録
は
見
当
た
ら
ず
、
使
節
団
の
メ

ン
バ
ー
が
訪
れ
た
劇
場
の
名
前
も
定
か
で
は
な
い
。

六
月
―
―
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
っ
た
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ウ

エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
サ
ラ
ト
ガ
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス
に
立

ち
寄
り
、
六
月
一
七
日
に
ボ
ス
ト
ン
に
到
着
す
る
。
翌
一
八
日
（
五
月
一
三

日
）
と
一
九
日
(
-
四

H
)
、
南
北
戦
争
終
結
十
周
年
記
念
音
楽
祭
に
出
席

し
た
。
『
実
記
』
の
中
で
こ
の
音
楽
祭
の
記
録
は
、
舞
台
芸
術
に
つ
い
て

の
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
記
述
で
あ
る
が
、
音
楽
史
の
分
野
で
詳
し
い
論
考

(
8
3
)
 

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
に
譲
り
た
い
。

一
八
日
の
夜
一
行
は
グ
ロ
ー
ブ
・
シ
ア
タ
ー

(
G
l
o
b
e
T
h
e
a
t
r
e
)

で
ジ
ョ
ー

ジ
・

L
・
フ
ォ
ッ
ク
ス

(
G
e
o
r
g
e
L. 
F
o
x
)
 
(
一
八
二
五
＼
七
七
）
に
よ
る
パ

ン
ト
マ
イ
ム
、
『
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ
テ
ィ
』

(
H
m
m
p
t
y
Dミ
m
p
t
y
)

を

観
劇
し
て
い
る
。
こ
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
は
フ
ォ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て

一
八
六
八
年
に
創
め
ら
れ
た
。
三
原
文
氏
に
よ
れ
ば
、
「
英
国
の
伝
統
劇

パ
ン
ト
マ
イ
ム
と
、
イ
タ
リ
ア
起
源
の
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
（
が

フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
あ
と
の
も
の
）
を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
道
化
喜
劇
的
な
ス

タ
イ
ル
」
で
あ
る
。
フ
ォ
ッ
ク
ス
が
演
じ
た
ハ
ン
プ
テ
ィ
・
ダ
ン
プ
テ
ィ

使
節
団
は
八
月
一
七
日
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
経
由
で
ロ
ン
ド
ン
に
入
る
。

政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
接
待
掛
ジ
ョ
ー
ジ
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
・
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー

(
G
e
o
r
g
e
G
a
r
d
i
n
e
r
 A
l
e
x
a
n
d
e
r
)
 
(
一
八
ニ
―

i
九
七
）
、
帰
英
中

の
イ
ギ
リ
ス
駐
日
公
使
ハ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
パ
ー
ク
ス

(
H
a
r
r
y
S
m
i
t
h
 

P
a
r
k
s
)
 
(
一
八
二
八
＼
八
五
）
、
公
使
書
記
官
（
通
訳
）
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー

ジ
・
ア
ス
ト
ン

(
W
i
l
l
i
a
m
G
e
o
r
g
e
 A
s
t
o
n
)
 
(

I

八
四
一
＼
一
九

l
-

）
が
使
節

団
を
案
内
し
た
。
九
月
一
六
日
（
八
月
一
四
日
）
、
木
戸
は
当
時
イ
ギ
リ
ス

ー

_

_

 

＿
八
七
二
年
八
月
一
七
日
か
ら
―
二
月
一
六
日
ま
で
'
|
|

イ
ギ
リ
ス

は
台
詞
や
歌
を
排
除
し
、
「
卵
の
よ
う
な
白
塗
り
の
禿
げ
頭
で
派
手
な
衣

装
に
身
を
包
み
、
ひ
た
す
ら
表
情
と
仕
草
で
勝
負
す
る
と
い
う
変
幻
自
在

(
8
5
)
 

な
役
柄
」
で
あ
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
で
も
、
フ
ォ
ッ
ク
ス
の
演
技
や
、
衣
裳

や
舞
台
の
華
や
か
さ
が
新
聞
の
劇
評
で
賞
賛
さ
れ
、
客
席
の
反
応
も
上
々

だ
っ
た
よ
う
だ
。

使
節
団
は
六
月
二

0
日
に
ボ
ス
ト
ン
を
離
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ヘ
向
う
。

七
月
三
一
日
に
大
久
保
、
伊
藤
両
副
使
が
帰
着
し
、
た
だ
ち
に
条
約
改
正

の
会
談
を
行
う
が
決
裂
し
、
使
節
団
は
ア
メ
リ
カ
を
離
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
向
う
決
断
を
下
し
た
。
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
経
て
再
び
ボ
ス
ト
ン

に
至
り
、
八
月
六
日
に
ボ
ス
ト
ン
の
港
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
向
う
ま
で
、
使

節
団
メ
ン
バ
ー
の
観
劇
の
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
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に
留
学
し
て
い
た
甥
で
養
子
の
正
二
郎
と
共
に
芝
居
を
観
て
い
る
が
、
詳

(
8
7
)
 

細
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
時
期
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
避
暑
に
赴
い
て
い
た
。
女
王
の
還
幸
を
待
つ
間
、
一
行
の
う
ち
岩
倉
、

木
戸
、
大
久
保
、
伊
藤
等
は
、
九
月
二
九
日
ロ
ン
ド
ン
を
発
ち
、
ア
レ
ク

サ
ン
ダ
ー
、
パ
ー
ク
ス
、
ア
ス
ト
ン
に
案
内
さ
れ
て
イ
ギ
リ
ス
北
部
へ
と

向
っ
た
。
一
行
が
最
初
に
訪
問
し
た
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
は
北
西
部
の
大
都
市
の
一
っ

で
、
世
界
に
開
か
れ
た
港
町
で
あ
る
。
使
節
団
が
訪
れ
た
頃
に
は
、
ロ
ン

ド
ン
に
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
第
二
の
都
市
と
言
わ
れ
て
い
た
。
一
行
は
一
〇

月
一
日
（
八
月
二
九
日
）
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
シ
ア
タ
ー

(
A
l
e
x
a
n
d
r
a

T
h
e
a
t
r
e
)

で
「
コ
リ
ン
ト
の
メ
デ
ィ
ア
j
(
M
e
d
e
a
i
n
 
C
o
r
i
n
t
h
)

を
観
劇

し
た
。
こ
の
作
品
は
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家

w
.
G
・
ウ
ィ
ル
ズ

(
W
.
G
.

Wills) 
(
一
八
二
八
ー
九
一
）
に
よ
る
悲
劇
で
、
脚
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
新

聞
の
劇
評
に
よ
れ
ば
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
イ
ア
ソ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
の
物
語
を

基
に
し
た
劇
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
扮
し
た
主
演
女
優
ミ
ス
・
ベ
イ
ト
マ

(
8
8
)
 

ン

(
M
i
s
s
B
a
t
e
m
a
n
)

の
演
技
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
劇
は
市

長
に
案
内
さ
れ
た
公
式
な
訪
問
で
あ
り
、
劇
場
の
財
務
担
当
者
(treasurer)

が
使
節
団
を
入
口
で
迎
え
、
ド
レ
ス
サ
ー
ク
ル
の
一
列
目
に
案
内
し
た
。

付
属
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
（
日
本
の
）
国
歌
を
演
奏
し
て
使
節
団
を
熱
烈
に
歓

(
8
9
)

（

90) 

迎
し
た
と
い
う
。
終
演
後
、
一
行
は
舞
台
裏
を
見
学
し
た
。

(
9
1
)
 

1
0
月
二
日
（
八
月
―
―
1
0
日
）
に
は
「
馬
芝
居
」
、
木
戸
に
よ
れ
ば
「
馬

戯
場
」
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
も
市
長
の
案
内
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

サ
ー
カ
ス
だ
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

1
0
月
四
日
（
九
月
二
日
）
一
行
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
移
動
し
た
。
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
は
毛
織
物
工
業
で
盛
え
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
と
共
に
北
西
部

の
大
都
市
の
一
っ
で
あ
る
。
こ
の
日
木
戸
孝
允
と
何
人
か
の
メ
ン
バ
ー
は
、

市
長
に
案
内
さ
れ
、
シ
ア
タ
ー
・
ロ
イ
ヤ
ル

(
T
h
e
a
t
r
e
R
o
y
a
l
)

で
、
ミ
ス
・

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
と
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー

(
M
i
s
s
R
o
b
e
r
t
s
o
n
 

(93)

函）

a
n
d
 t
h
e
 H
a
y
m
a
r
k
e
t
 C
o
m
p
a
n
y
)
に
よ
る
I

恋
の
追
跡
』
(
T
h
e
L
o尽
e
C
h
a
s
e
)
 

(
9
5
)
 

を
観
劇
し
て
い
る
。
シ
ア
タ
ー
・
ロ
イ
ヤ
ル
は
一
八

0
七
年
に
開
場
し
た

歴
史
あ
る
劇
場
で
あ
る
が
、
一
八
四
四
年
に
焼
け
て
建
て
直
さ
れ
て
い
る
。

『
恋
の
追
跡
]
は
‘
―
―
一
組
の
男
女
の
恋
が
入
り
乱
れ
、
終
幕
で
思
い
違
い

や
隠
さ
れ
て
い
た
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
ー
が
す
べ
て
現
れ
て
三
組
の
結
婚

式
に
至
る
喜
劇
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
シ
ェ
リ
ダ
ン
・
ノ
ウ
ル
ズ

(
]
a
m
e
s

S
h
e
r
i
d
a
n
 K
n
o
w
l
e
s
)
 
(
一
七
八
四
ー
一
八
六
二
）
に
よ
っ
て
書
か
れ
、

(
9
6
)
 

一
八
三
七
年
に
初
演
さ
れ
た
。
久
米
が
一
人
ホ
テ
ル
に
残
っ
た
と
い
う
回

(
9
7
)
 

想
録
の
記
事
は
こ
の
時
の
事
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
、

1
0
月
七
日
、
使
節
団
は
プ
リ
ン
ス
・

シ
ア
タ
ー

(
P
r
i
n
c
e
'
s
T
h
e
a
t
r
e
)

に
お
け
る
『
ヘ
ン
リ
ー
五
世
」

(
H
e
n
r
y

V) 

の
上
演
に
招
か
れ
る
。
「
実
記
l

に
は
「
使
節
ノ
為
メ
、
別
段
の
演
劇
ニ
テ
、

赤
白
ノ
絹
二
、
番
附
ヲ
印
刷
シ
テ
、
一
統
二
配
布
シ
、
場
内
二
両
国
ノ
国

{
9
8
)
 

旗
ヲ
交
叉
シ
、
其
設
ケ
甚
夕
盛
ナ
リ
」
と
あ
る
。
一
八
六
二
年
に
建
て
ら

れ
た
。
フ
リ
ン
ス
・
シ
ア
タ
ー
は
、
豪
華
に
飾
ら
れ
た
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
・
ア
ー

チ
、
平
士
間
を
馬
蹄
形
に
取
り
巻
く
二
層
の
ボ
ッ
ク
ス
席
を
備
え
、

(g) 

一
八
五
八
年
に
建
て
ら
れ
た
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・
ガ
ー
デ
ン
劇
場
の
内
部
に
よ

(100) 

く
似
た
典
型
的
な
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
風
の
豪
華
な
劇
場
だ
っ
た
。
『
ヘ
ン
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リ
ー
五
世
l

は
劇
場
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
も
あ
っ
た
俳
優
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

カ
ル
バ
ー
ト

(
C
h
a
r
l
e
s
C
a
l
v
e
r
t
)
 
(
一
八
二
八
1

七
九
）
の
主
演
だ
っ
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
お
け
る
カ
ル
バ
ー
ト
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
上
演
は

一
八
五
九
年
、
シ
ア
タ
ー
・
ロ
イ
ヤ
ル
で
の
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
に
始
ま
る
。

l

八
六
四
年
に
カ
ル
バ
ー
ト
が
プ
リ
ン
ス
・
シ
ア
タ
ー
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
な
る
と
同
劇
場
で
毎
年
の
よ
う
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
上
演
す
る
よ
う

(101) 

に
な
り
、
『
ヘ
ン
リ
ー
五
世
』
は
そ
の
九
番
目
の
演
目
で
あ
る
。
こ
の
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
一
八
七
五
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ー
ス
・
シ
ア
タ
ー

(Booth・ 
s
 T
h
e
a
t
r
e
)

に
引
越
し
公
演
を
し
て
い
る
が
、
カ
ル
バ
ー
ト
は
健

康
を
損
ね
て
い
た
た
め
、
主
役
ヘ
ン
リ
ー
五
世
を
演
じ
る
事
は
出
来
な

(
I
m
)
 

か
っ
た
。

マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ー
ス

(
M
i
c
h
a
e
l
B
o
o
t
h
)

に
よ
れ
ば
、
カ
ル
バ
ー
ト
に

よ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
上
演
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
演
劇
と
比
較
し
て
も
高
い

水
準
に
達
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
中
期
(
-
八
五
0
年
代
か
ら
七
0
年
代
）
の

地
方
都
市
に
お
け
る
質
の
良
い
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
好
例
と
言
え
る
も
の

で
あ
っ
た
6

カ
ル
バ
ー
ト
の
『
ヘ
ン
リ
ー
五
世
』
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ー

ン

(
C
h
a
r
l
e
s
K
e
a
n
)
 
(
一
八
l
-
1
六
八
）
に
倣
っ
て
歴
史
的
に
正
確
な
舞
台

装
置
や
衣
装
を
用
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
も
キ
ー
ン
に
倣
い
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作
で
は
五
幕
の
は
じ
め
に
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
五
行

の
台
詞
で
描
写
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
、
ア
ジ
ン
コ
ー
ト
の
戦
い
で
フ
ラ
ン

ス
に
勝
利
し
た
ヘ
ン
リ
ー
五
世
が
ロ
ン
ド
ン
に
入
場
す
る
シ
ー
ン
を
「
歴

（
叫
）

史
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
と
称
し
て
舞
台
で
再
現
し
た
。
よ
ろ
い
を
耀
か
せ
、

軍
旗
を
は
た
め
か
せ
て
行
進
す
る
イ
ギ
リ
ス
軍
を
率
い
、
馬
に
跨
っ
て
い

よ
い
よ
ロ
ン
ド
ン
橋
の
た
も
と
に
差
し
掛
か
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
五
世
を
、
ロ

ン
ド
ン
市
民
、
職
人
、
若
者
、
娘
達
等
が
道
を
埋
め
尽
く
し
て
迎
え
る
こ

の
シ
ー
ン
は
、
カ
ル
バ
ー
ト
の
友
人
で
、
こ
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
時
代

考
証
を
担
当
し
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
（
A
l
f
r
e
d
D
a
r
b
y
s
h
i
r
e
)
 

に
よ
れ
ば
二

0
0
人
か
ら
三

0
0
人
の
人
間
を
舞
台
に
乗
せ
る
大
掛
か
り

な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
は
「
あ
の
場
面
を
実
際
見
た
者
は
そ
れ
を

(g) 

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。

使
節
団
の
一
員
林
董
は
、
後
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
の
観
劇
の
様
子
を

「
同
使
節
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
に
滞
在
の
一
夕
、
市
長
は
歓
待
の
た
め
に

使
節
を
芝
居
に
招
い
た
。
連
中
が
多
勢
で
あ
っ
た
か
ら
、
東
西
の
桟
敷
を

取
っ
て
二
組
に
分
っ
て
、
東
の
一
組
に
は
市
長
の
夫
人
と
令
嬢
と
が
亭
主

役
と
な
り
、
西
の
一
組
に
は
市
長
と
書
記
官
が
亭
主
役
と
な
っ
た
が
（
後

略
）
」
と
回
想
し
て
い
る
。
劇
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
の
が
残

念
だ
が
、
「
恋
の
追
跡
』
も
し
く
は

I

ヘ
ン
リ
ー
五
世
』
の
観
劇
の
折
の

観
客
席
の
有
様
が
伺
え
る
。

1
0
月
九
日
、
使
節
団
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
向
っ

た
。
一
行
は
一

0
月
―
二
日
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
を
基
点
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
を
巡
り
、
そ
の
後
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
、
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
、
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
な
ど
を
巡
り
‘
―
一
月
―

-
H
に
再
び
ロ

ン
ド
ン
に
帰
り
つ
く
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
へ
の
謁
見
は
―
二
月
五
日
で

あ
る
。
一
行
が
フ
ラ
ン
ス
に
向
け
て
イ
ギ
リ
ス
を
離
れ
た
の
は
―
二
月

一
六
日
だ
っ
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
以
後
使
節
団
の
観
劇
の
記
録
は
見
出

せ
な
い
。
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岩
倉
使
節
団
は
、
一
九
世
紀
の
新
し
い
交
通
手
段
で
あ
る
蒸
気
船
と
蒸

気
機
関
車
を
駆
使
し
て
世
界
を
巡
っ
た
。
そ
れ
と
同
じ
時
期
に
、
や
は
り

汽
船
や
汽
車
に
乗
っ
て
世
界
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
人
々
が
い
た
。
俳
優
達

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
売
り
物
に
し
た
大
衆
演
劇
の
ス

タ
ー
も
、
国
際
的
な
オ
ペ
ラ
歌
手
も
、
日
本
の
軽
業
の
芸
人
も
、
世
界
最

初
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
も
、
独
創
的
な
パ
ン
ト
マ
イ
ム
で
一
時
代
を
画

し
た
道
化
師
も
含
ま
れ
て
い
る
。
使
節
団
の
行
程
と
、
俳
優
達
の
巡
る
道

筋
は
、
使
節
団
が
訪
れ
る
数
々
の
都
市
で
網
目
の
よ
う
に
交
差
し
て
い
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
ヘ
ン
リ
ー
五
世
を
演
じ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
カ
ル
バ
ー

ト
と
の
出
会
い
の
よ
う
に
、
時
を
越
え
て
、
明
治
維
新
の
年
に
世
を
去
っ

た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ー
ン
と
間
接
的
に
交
差
し
て
い
る
例
さ
え
あ
る
。
欧

米
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
使
節
団
側
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
ほ
と
ん
ど
知
り
え

な
い
の
が
残
念
だ
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
手
が
か
り
に
、
岩
倉
使
節
団
の

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
観
劇
体
験
の
、
明
治
演
劇
へ
の
具
体
的

（
岡
）

な
影
響
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
行
き
た
い
。

〈
付
記
〉

本
稿
を
書
く
過
程
で
、
三
原
文
氏
に
多
く
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に

(1)
大
笹
吉
雄
『
日
本
現
代
演
劇
史
j

白
水
社
、
一
九
八
五
年
、
三
0
頁。

(2)
市
川
清
流
（
渡
）
「
尾
蠅
欧
行
漫
録
」
「
遣
外
使
節
日
記
築
輯
・
ニ
」
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
。

(
3
)
松
本
伸
子
『
明
治
前
期
派
劇
論
史
』
演
劇
出
版
社
、
一
九
七
四
年
。

(
4
)
三
原
文
「
第
一
回
遣
米
使
節
と
ア
メ
リ
カ
の
舞
台
」
『
英
語
青
年
j

第

一
四
六
巻
第
五
号
、
二

0
0
0
年
、
二
八
六
ー
ニ
八
七
頁
。

(
5
)
久
米
邦
武
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
j

講
談
社
、
一
九
七
七
ー

一
九
七
八
年
。

(6)
木
戸
孝
允
I

木
戸
孝
允
日
記
』
第
二
巻
、
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
＝
―
-
―
-
年
。

(
7
)
久
米
邦
武
『
久
米
博
士
九
十
年
回
顧
録
・
上
』
早
稲
田
大
学
出
版
会
、

一
九
三
九
年
、
三
―
二
頁
。

(
8
)
田
中
彰
『
岩
倉
使
節
団
『
米
欧
回
覧
実
記
」
」
岩
波
書
店
、
二

0
0
二
年
、
二
頁
。

(9)
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

A
・
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
『
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ

1
日
本
滞
在
記
』

山
田
久
美
子
訳
平
凡
社
、
二

0
0
四
年
、
五
八
ー
五
九
頁
。

K
u
m
e
 Kunitake. 
T
h
e
 I
w
a
k
u
1、a
E
m
b
a
s
s
y、
]
8
7
]
ー

1
8
7
3
C
o
m
p
.
 

K
u
m
e
 Kunitake. Ed. 
G
r
a
h
a
m
 H
e
a
l
e
y
 a
n
d
 Chushichi Tsuzuki. 

5
 
vols. 
J
a
p
a
n
 D
o
c
u
m
e
n
t
s
.
 2
0
0
2
.
 
Vol.I, 
X
X
I
X
.
に
は
W
.
S
・
ラ
イ

ス

(W• 
S
 
• 

Rice)
と
あ
る
。

(10)
宮
永
孝
『
ア
メ
リ
カ
の
岩
倉
使
節
団
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
、
ー
ニ
七
頁
。

(11)
久
米
邦
武
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
莞
実
記
』
第
一
巻
、
八
三
頁
。

(12)
久
米
邦
武
「
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』
第
一
巻
、
八
一
頁
。

(13)"Amusements.etc.·•Daily 

A
l
t
a
 California [San Francisco] 1
7
 

注

210 



Jan. 
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（::'!:) 
Culliton, 
Joseph. 
"John McCullough" _

T
h
e
 Life 
&
 Ti
叩
es
of 

Joseph Haworth_.2000. T
h
e
 Life 
&
 T
i
m
e
s
 of Joseph Haworth. 

29 
Sept. 
2
0
0
9
 
<http:/ /
w
w
w
.
j
o
s
e
p
h
h
a
w
o
r
t
h
.
c
o
m
/
j
o
h
n
_
 

mccullough.htm> 

ぼ）
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1] 
-

·C
l• ・・["11"

心
＼
（Sidney 
D. 
Brown)
「
ト
ス
=
ド
回
話
S
i阻

領
醗
副
回
」
『
『
米
話
回
馘
豚
叫
訊
峠
困
奇
試
点
J
苦
逹
摂
K
礼
峠
回
蜘
岸

し
こ
婿

1
~
~
1
1
1
母
’
兵
Iii
寓゚

ぼ）
K
u
m
e
.
Kunitake. 

T
h
e
 Iwakura Embassy, 1

8
7
1
-
1
8
7
3
 Vol.1,78. 

(~
) "
A
m
u
s
e
m
e
n
t
s
.
"
 S
a
n
 Francisco 

Chronicle 
16 
Jan. 
1872: 

"Amusements.etc." Daily Alta California[San Francisco]l6 Jan. 

1872. 

（竺）
S
a
n
Francisco Chronicle 

18 Jan. 
1872. 

（日）
S
a
n
Francisco Chronicle 

19 Jan. 
1872. 

(~
) *
I
Q
袖
終
振
翠
編
I
I
 I兵
肱
゜
心
呼
IQ
却
匹
噂
疇
匹
齢

工
字
如
楓
此
令
全
0
女
心
奇
9
J
S
温
誓
s
m
揺
e
ェ
宅
ti
I
 I
 I匹
1
1
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